
1　2016年1月号

2
試験日 ■受験エントリー期間

2015年 12月 3 日（木）～
2016年  1 月12日（火）

■受験料支払締切日

2016年  1 月14日（木）

医療経営士 資格認定試験 日程
受 験 料

受験資格

試験会場

8,640円（税込） ※手数料別途
年齢、学歴、国籍等の制約はありません

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪・福岡・鹿児島・沖縄

◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります

お問い合わせ・お申し込み先　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-5296-1933　http://www.JMMPA.jp

2016年

21（日）

第17回

①医療経営史　②日本の医療政策と地域医療システム
③日本の医療関連法規　④病院の仕組み／各種団体、学会の成り立ち
⑤診療科目の歴史と医療技術の進歩　⑥日本の医療関連サービス
⑦患者と医療サービス　⑧医療倫理と生命倫理　⑨医療に関する最近の動向

「医療経営士3級」資格認定試験
全国9都市で
実 施

団体受験

出題科目

受験エントリーは
ホームページから

同僚や知り合いの方にご紹介ください。

受験エントリー
1月12日（火）まで

医
療
経
営
士
の

存
在
意
義
と
新
た
な
使
命

政
策
提
言
が
で
き
る
医
療
経
営
士
へ

さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
そ
う

２
０
１
５
年
12
月
７
日（
月
）、
当
協
会
の
創
立
５
周
年
を
記
念

し
て
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
万
世
橋（
東
京
都
千

代
田
区
神
田
）に
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
医
療
経
営
士
を
中
心
に
１
７
０
人
あ
ま
り
が
集
ま
り
、

会
場
は
ほ
ぼ
満
席
の
状
態
。

医
療
界
の
未
来
や
病
院
経
営
に
つ
い
て
、
有
識
者
、
経
営
者
、

医
療
経
営
士
が
一
緒
に
考
え
る
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

師
走
最
初
の
月
曜
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
13
時
の

開
演
を
前
に
医
療
経
営
士

が
続
々
と
集
ま
り
、
会
場

は
あ
っ
と
い
う
間
に
人
で

あ
ふ
れ
た
。

　

主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た

吉
原
健
二
代
表
理
事
は
、

こ
の
５
年
間
を
振
り
返
り
、

医
療
経
営
士
が
当
初
の
予

想
を
上
回
る
数
で
推
移
し

て
い
る
こ
と
を
喜
ぶ
と
と

も
に
、
そ
の
役
割
に
つ
い

て
、「
理
事
長
、
院
長
を
補

佐
し
、
現
場
の
課
題
を
的

確
か
つ
迅
速
に
解
決
す
る

人
材
」
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
た
。
ま
た
、

協
会
と
し
て
医
療
経
営
士

の
さ
ら
な
る
育
成
と
質
の

向
上
に
努
め
て
い
く
旨
を

述
べ
た
。

　

続
く
特
別
講
演
で
は
、

厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療

介
護
連
携
政
策
課
課
長
補

佐
の
田
中
広
秋
氏
が
登
壇
。

現
在
、
審
議
が
進
ん
で
い

る
２
０
１
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
ふ
れ
な
が
ら
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
中
心
と
し
た
、
こ
れ
か

ら
の
医
療
介
護
に
つ
い
て

講
演
し
た
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
誕
生
に
さ
か

の
ぼ
り
、
現
在
の
形
へ
と

進
化
し
た
経
緯
を
お
さ
え

る
こ
と
で
、
今
後
の
方
向

性
を
ひ
も
と
い
た
。

　

続
い
て
基
調
講
演
に
立

っ
た
東
京
医
科
歯
科
大
学

大
学
院
教
授
の
川
渕
孝
一

氏
は
、
医
療
経
営
士
た
る

者
、「
国
が
何
を
し
て
く
れ

る
か
で
は
な
く
、
自
分
が

国
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

よ
」
と
述
べ
、「
政
策
提
言

が
で
き
る
医
療
経
営
士
を

目
指
そ
う
！
」
と
呼
び
か

け
た
。

─
─
現
場
主
導
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
を
目
指
し
て

講演1
上田哲郎氏

（公益財団法人東京都保健医療公社多摩
北部医療センター院長）

主催者挨拶
吉原健二代表理事

●発　行／一般社団法人
	 日本医療経営実践協会
	 （JMMPA）
〒101-0033　�東京都千代田区神田岩本町

4-14
	 　神田平成ビル7F
●編　集／日本医療企画
●毎月1回発行

2016

1
月号

お問い合わせ先　　一般社団法人 日本医療経営実践協会 事務局　TEL.03-5296-1933　FAX.03-5296-1934　http://www.JMMPA.jp/

日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
創
立
５
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

基調講演
川渕孝一氏

（東京医科歯科大学大学院教授）

特別講演
田中広秋氏

（厚生労働省保険局医療介護連携政策課課長補佐）

講演2
桃田寿津代氏

（日本看護職副院長連絡協議会会長、医療法人社
団緑成会横浜総合病院副院長兼看護部長）

会場となったステーションコンファレンス万世橋

会場の一角に設けられた、当協会の歴史を振り返る
パネル展示コーナー



2016年1月号　2

2016年
「新春講演会」

＆
「新春の集い」

2016年
「新春講演会」

＆
「新春の集い」

一般社団法人日本医療経営実践協会

お問い合わせ・お申し込み　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-5296-1933　http://www.JMMPA.jp

「プラチナ社会」提唱者小宮山宏先生が語る！！

●会場
学士会館
東京都千代田区神田錦町3-28

●開催日
2016年1月30日（土）
新春講演会：15：00～16：00（開場14：30）
新春の集い（懇親会）：16：20～18：30

●参加料
新春講演会：会員3,000円、一般5,000円
新春の集い（懇親会）：会員限定3,000円
※会員：医療経営士、介護福祉経営士（申請中の方も可）

「プラチナ社会の実現」
──地域医療はどう変わるのか──地域医療はどう変わるのか
「プラチナ社会の実現」

講師 ： 小宮山 宏先生
プラチナ構想ネットワーク会長
株式会社三菱総合研究所理事長
東京大学 第28代総長

世界規模で少子高齢化と環境問題が重要かつ喫緊の

課題となっています。これらの課題を高いレベルで解決

する「プラチナ社会」とは、どんな社会でしょうか。そし

て、「プラチナ社会」は、地域医療をどのように変え、日

本人の暮らしをどのように豊かにするのでしょうか。「プ

ラチナ社会」の実現をめざし、さまざまな活動を行う小

宮山先生に明確なビジョンを示していただきます。

1944年栃木県生まれ。1967年東京大学工学部化学工学
科卒業。1972年同大学大学院工学系研究科博士課程修
了。1988年東京大学工学部教授、2000年工学部長、大
学院工学系研究科長、2003年副学長などを経て、2005
年4月第28代総長に就任。2009年3月に総長退任後、同
年4月に三菱総合研究所理事長（現職）、東京大学総長顧
問（2015年3月まで）に就任。2010年8月24日、プラチ
ナ構想ネットワークを発足し会長就任。 医療経営士　新春講演会2016 検  索検  索

c

　

続
い
て
は
、
医
療
現
場

に
視
点
を
移
し
た
講
演
と

な
っ
た
。

　

講
演
1
で
は
、「
現
場
改

革
を
成
功
さ
せ
る
病
院
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
─

─
院
長
が
求
め
る
経
営
人

材
と
医
療
経
営
士
の
役
割
」

と
題
し
、
多
摩
北
部
医
療

セ
ン
タ
ー
院
長
の
上
田
哲

郎
氏
が
登
壇
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
要
素
は
、
①

M
ission

、
②Vision

、
③

Values

で
あ
る
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
病
院
の
価
値

（Value

）
を
高
め
る
た
め
に

は
、
質
の
向
上
（Quality

）

と
同
時
に
、
患
者
の
費
用

軽
減
（Cost

）、
自
院
の
特

徴
の
確
立
（Identity

）
を

意
識
す
べ
き
と
述
べ
た
。

　

講
演
２
で
は
、
日
本
看

護
職
副
院
長
連
絡
協
議
会

会
長
で
横
浜
総
合
病
院
副

院
長
兼
看
護
部
長
の
桃
田

寿
津
代
氏
が
登
壇
。
自
身

が
実
践
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
や
看

護
部
門
に
お
け
る
人
材
育

成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

語
っ
た
。
看
護
師
の
離
職

に
悩
む
医
療
機
関
が
多
い

現
状
に
つ
い
て
、「
気
持
ち

に
ゆ
と
り
が
な
い
状
態
が

続
く
と
、
不
安
を
感
じ
て

辞
め
て
し
ま
う
看
護
師
が

多
い
。
常
に
相
談
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

看
護
師
一
人
ひ
と
り
に
目

的
を
持
た
せ
、
病
院
内
外

の
研
修
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
学
び
続

け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
が

重
要
」
と
強
調
し
た
。　

病
院
組
織
改
革
を
成
功
に
導
く

院
長
、看
護
部
長
に
よ
る
実
践
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後

は
、「
現
場
主
導
型
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
確
立
を
目
指
し

て
─
─
医
療
経
営
士
が
取

り
組
む
べ
き
使
命
と
課
題
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
パ

ネ
リ
ス
ト
で
あ
る
、
東
京

医
科
大
学
八
王
子
医
療
セ

ン
タ
ー
病
院
長
の
池
田
幸

穗
氏
、
東
日
本
税
理
士
法

人
副
所
長
の
長
英
一
郎
氏
、

国
立
病
院
機
構
高
崎
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長

の
山
浦
康
弘
氏
、
医
療
・

病
院
管
理
研
究
協
会
常
任

理
事
の
中
村
彰
吾
氏
の
4

人
が
順
番
に
意
見
を
述
べ
、

医
療
経
営
士
の
存
在
意
義
を
高
め
る
た
め
に
は

経
営
ト
ッ
プ
へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
必
要

川
渕
氏
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー

に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

　
「
な
ぜ
、
医
療
経
営
士
が

必
要
だ
っ
た
の
か
？
」「
医

療
経
営
士
に
と
っ
て
の
経

営
と
は
何
か
？
」
な
ど
の

質
問
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
を
語
っ
た
。
そ

の
中
で
池
田
氏
は
、「
病
院

の
事
務
部
門
に
、
医
療
経

営
士
が
一
人
で
も
い
た
ら
、

病
院
は
変
わ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
問
い
か
け
た
。

一
方
で
中
村
氏
は
、
自
身

が
塾
長
を
務
め
る
中
村
塾

の
塾
生
か
ら
、「
経
営
陣
が

医
療
経
営
士
を
認
知
し
て

い
な
い
」「
医
療
経
営
士
が

活
躍
で
き
る
場
が
な
い
」

と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い

る
こ
と
に
ふ
れ
、
理
事
長
、

院
長
な
ど
ト
ッ
プ
層
に
対

し
て
医
療
経
営
士
の
活
動

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、

協
会
は
経
営
陣
教
育
に
も

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
─
─

と
の
要
望
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
隣
室
に
て
創

立
５
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
開
催
。
小
林
利
彦
代

表
理
事
代
行
や
行
天
良
雄

理
事
な
ど
、
当
協
会
関
係

者
が
次
々
と
登
壇
し
、
医

療
経
営
士
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
の
重
要
性
に
つ
い
て

参
加
者
に
熱
く
語
り
か
け
、

今
後
の
活
躍
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　

医
療
界
に
お
い
て
、
医

療
経
営
士
が
あ
る
程
度
の

存
在
感
を
示
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
よ

り
一
層
の
努
力
と
成
果
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
１
日
と
な
っ
た
。

パネリスト
池田幸穗氏

（東京医科大学八王子医療センター病院長）

医療経営士の課題について、さまざまな意見が交わされたパネルディスカッション

参加者の熱気あふれるシンポジウム会場

パネリスト
長英一郎氏

（東日本税理士法人副所長）

パネリスト
山浦康弘氏

（独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター事務部長）

パネリスト
中村彰吾氏

（公益社団法人医療・病院管理研究協会常任理事）



3　2016年1月号

資格・試験に関するお問い合わせ先　一般社団法人 日本介護福祉経営人材教育協会　☎03-3256-0571　http://www.NKFK.jp

「介護福祉経営士」資格認定試験のご案内
地域包括ケア時代のキーパーソン

― 介護の魅力と価値を高めるのはあなたです ―
成長産業として注目を集める介護福祉業界で、
2013年に誕生した「介護福祉経営士」。過去
8回の「介護福祉経営士2級」試験では996人が
合格しました。そのうち金融機関・医療機関勤務者
が約3割を占め、さらに、医療経営士とのダブル
ライセンス取得者は現在193人になりました。
あなたも、医療経営と介護経営の双方に明るい
人材となって、活躍の場を広げませんか？

全国8都市で実施
沖縄初開催!

2級合格者の保有資格別構成 ※重複あり
250
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0

2級合格者の職業別構成（過去8回試験の累計）

介護施設・事業所
37％

金融機関
24％コンサルティング

7％

医療機関 8％

その他
24％

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

介
護
福
祉
士

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー

医
療
経
営
士

第9回 2級  2 月21日（日）
2016年

受験申込締切
2016年
 1 月15日（金）まで

両
経
営
士
の
相
互
交
流
を

図
り
、
強
固
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
き
上
げ
て
い

く
機
会
と
し
ま
す
。　

医
療
経
営
士
・
介
護
福

祉
経
営
士
両
会
員
の
参
加

費
は
、
第
Ⅰ
部
、
第
Ⅱ
部

と
も
に
３
０
０
０
円
。
小

宮
山
先
生
の
ご
講
演
を
聴

け
る
機
会
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

医
療
経
営
士
資
格
更
新

な
ら
び
に
年
会
費
の
手
続
き

延
長
措
置
に
つ
い
て

２
０
１
６
年
１
月
14
日

（
木
）に
認
定
期
間
の
満
了

を
迎
え
る
会
員
の
更
新
申

請
受
付
が
12
月
14
日（
月
）

第
17
回
医
療
経
営
士
３
級
試
験

の
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
中
！

２
０
１
６
年
２
月
21
日

（
日
）に
実
施
す
る
第
17
回

「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認

定
試
験
の
受
験
エ
ン
ト

リ
ー
を
受
け
付
け
中
で
す
。

締
め
切
り
は
２
０
１
６

年
１
月
12
日（
火
）。
受
験
料

の
入
金
締
め
切
り
は
１
月

14
日（
木
）。
受
験
料
の
入
金

し
ま
す
。

第
Ⅰ
部
の「
新
春
講
演

会
」で
は
、
東
京
大
学
第

28
代
総
長
を
務
め
ら
れ
、

現
在
、
株
式
会
社
三
菱
総

合
研
究
所
理
事
長
、
プ
ラ

チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
長
で
あ
る
小
宮
山
宏
先

生
に
、「『
プ
ラ
チ
ナ
社
会

の
実
現
』─
─
地
域
医
療

は
ど
う
変
わ
る
の
か
」を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
だ
き

ま
す
。

ま
た
、
第
Ⅱ
部
の「
新

春
の
集
い
」で
は
医
療
経

営
士
と
介
護
福
祉
経
営
士

（
本
協
会
賛
助
会
員
の
一

般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
会

員
）
の
限
定
参
加
と
し
、

さ
れ
、
11
名
の
受
験
者
が

「
口
頭
試
問（
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
）」と「
面

接
」試
験
に
臨
み
ま
し
た
。

第
二
次
試
験
の
合
格
発

表
は
12
月
24
日（
木
）。
資

格
認
定
審
査
要
件
を
満
た

し
た
合
格
者
は
、「
医
療

経
営
士
１
級
」と
し
て
認

定
さ
れ
ま
す（
本
紙
次
号

に
て
合
格
者
を
ご
紹
介
す

る
予
定
で
す
）。

２
０
１
６
年「
新
春
講
演
会
」＆

「
新
春
の
集
い
」を
開
催

２
０
１
６
年
１
月
30
日

（
土
）に
東
京
都
千
代
田
区

の「
学
士
会
館
」
に
お
い

て
、「
新
春
講
演
会
」お
よ

び「
新
春
の
集
い
」を
開
催

を
も
っ
て
正
式
に
受
験
申
し

込
み
が
完
了
し
ま
す
。

受
験
者
が
複
数
人
い
る

場
合
は
団
体
受
験
申
し
込

み
も
受
け
付
け
て
お
り
、

受
験
料
の
請
求
、
受
験
票
、

試
験
結
果
通
知
、
合
格
証

は
受
験
者
全
員
分
を
団
体

担
当
者
へ
送
付
し
ま
す
。

す
で
に
本
協
会
会
員
の

方
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

属
先
で
試
験
の
案
内
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

第
３
回
医
療
経
営
士
１
級

試
験
の
第
二
次
試
験
終
了

第
３
回「
医
療
経
営
士

１
級
」資
格
認
定
試
験
の
第

二
次
試
験
が
12
月
６
日

（
日
）に
東
京
都
内
で
実
施

を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た

が
、
更
新
意
思
の
あ
る
会

員
に
対
し
て
延
長
措
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。
延
長
措

置
を
希
望
す
る
更
新
対
象

会
員
は
、
協
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
延
長
措
置
の
対
象
者

は
、
新
規
の
認
定
カ
ー
ド

の
発
送
が
２
０
１
６
年
５

月
以
降
に
な
り
ま
す（
発

行
日
は
１
月
15
日［
金
］）。

ま
た
、
同
じ
く
12
月
14

日（
月
）で
年
会
費
の
納
入

期
限
を
迎
え
た
会
員
に
対

し
て
も
支
払
期
限
の
延
長

措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

延
長
措
置
を
希
望
す
る
対

象
会
員
は
、
協
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

協会創立5周年記念シンポジウム・レセプションが終了！
2016年「新春講演会」＆「新春の集い」のご参加を受付中！
　2015年12月7日（月）に、協会創立5周年記念シンポジウム・レセプション
が終了しました。当日は約170名の参加者を迎え、熱気ムンムンの中で各
セッションが行われました。12月だというのに、冷房を目いっぱいかけてやっ
とという状況ですから、その熱気振りがおわかりになることと思います。レセ
プションでも会員同士、そして協会関係者と会員の交流が随所で見られ、今
年最後のビッグイベントは大成功となりました。
　さて、協会創立5周年記念シンポジウムが終了したばかりですが、次なる
ビッグイベントが控えています。2016年1月30日（土）に開催する“2016年
「新春講演会」＆「新春の集い」”のご案内です。「新春講演会」では、東京大学
第28代総長を務められ、現在、株式会社三菱総合研究所理事長、プラチナ
構想ネットワーク会長である小宮山宏氏に、「『プラチナ社会の実現』～地域
医療はどう変わるのか」をテーマにご講演いだきます。そして会員限定の
「新春の集い」では、さまざまな職場で活躍されている医療経営士の皆様と
の相互交流や意見交換などを通し、セミナーや研究会活動とはまた一味違
う自己研鑽の場となることが期待されます。2016年の会員活動のきっかけ
づくりとして、皆様のご参加をお待ちしております。なお、今回も本協会の賛
助会員である「一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会」が認定する
「介護福祉経営士」にもご参加いただく予定です。医療と介護の連携を進め
るよい機会になると思います。
　続いて、「認定証」発送のご案内です。2015年12月締め切りの更新申請
者ならびに正会員登録・入会申請者（更新・認定審査を通過された方）へ、
2016年1月中旬に「認定証」を発送いたします。この「認定証」は、試験の際
の身分証明書やセミナー・各種イベントの受講証などとしてご利用いただき
ますので、大切に保管・管理をお願いいたします。
　最後に、2級合格者の等級変更手続きについてご案内申し上げます。10
月の試験で2級に合格された3級会員の皆様は、合格証明書交付（合格証番
号の発行日）より6カ月間が等級変更登録期限となります。協会ホームペー
ジより「個人正会員等級変更申請書」をダウンロードしていただき、必要事
項をご記入の上、協会事務局までご送付願います。なお、等級変更事務手数
料として2,600円が必要となりますので、郵便局に備え付けの「払込取扱
票」またはATMよりご入金いただき、振替払込請求書兼受領証を等級変更
申請書の裏面へ貼付ください。ご不明な点がございましたら、協会までお問
い合わせください。
　それではまた次号でお会いいたしましょう。

MMSニュースを活用して、「医療経営士」の
認知度アップにご協力ください！

　会員サービスの一環として毎月発行しているMMSニュースを活用して、
「医療経営士」の認知度アップにご協力くださる会員様を募集しておりま
す。職場やお取引先へMMSニュースをお配りいただくことで、ご自身の活
動のアピール資料としても、ご活用いただけると思います。
　配布用のMMSニュースをご希望の方は下記のアドレスへ「MMSニュー
ス希望」とタイトルをつけ、認定登録番号、お名前、御社名、所属部署、肩書
き、送付先住所、電話番号、そして必要部数をご連絡ください（ご希望の部
数につきましては、ご連絡をいただいた段階で調整させていただく場合が
ございます）。
皆様のご応募をお待ちしております！
お申し込み▶E-mail:info@jmmpa.jp
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一
50
％
を
超
え
て
い
る
。

［
男
女
別
構
成
］

受
験
者
数
は
男
性

８
４
６
人
、女
性
１
７
７
人
、

合
格
者
数
は
男
性
３
９
２

人
、
女
性
79
人
で
あ
っ
た
。

合
格
率
は
男
性
46
・
３
％
、

女
性
44
・
６
％
で
男
性
が

1
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

［
勤
務
先
別
構
成
］

受
験
者
数
は「
金
融
機

関
」が
最
多
の
４
５
０
人
。

次
い
で「
病
医
院
」
が

２
２
８
人
で
、
同
様
の
傾

向
が
続
い
て
い
る（
表
３
）。

ま
た
、「
金
融
機
関
」の
累

計
受
験
者
数
は
５
０
０
０

人
を
突
破
し
、
全
体
の
43
・

３
％
を
占
め
る
ま
で
広
が

［
結
果
概
要
］

受
験
申
込
者
数
１
１
７
５

人
の
う
ち
１
０
２
３
人
が

受
験
し
、
４
７
１
人（
合
格

率
46
・
０
％
）が
合
格
し
た

（
表
１
）。
そ
の
結
果
、
第

１
～
16
回
ま
で
の
累
計
受

験
者
数
は
１
万
２
３
９
４

人
、
累
計
合
格
者
数
は

５
４
８
０
人（
合
格
率
44
・

２
％
）と
な
っ
た
。

［
年
代
別
構
成
］

受
験
者
数
は「
30
歳
以
上

39
歳
以
下
」、
合
格
者
数
は

「
40
歳
以
上
49
歳
以
下
」が
最

多
と
な
っ
た（
表
２
）。
合
格

率
は
、
受
験
者
数
が
少
な

い「
60
歳
以
上
」を
除
け
ば
、

「
40
歳
以
上
49
歳
以
下
」が
唯

第
16
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験

第
10
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験

［
結
果
概
要
］

受
験
申
込
者
数
３
０
６

人
の
う
ち
２
８
１
人
が
受

験
し
、
83
人（
合
格
率
29
・

５
％
）
が
合
格
し
た（
表

４
）。
そ
の
結
果
、
第
１
～

10
回
ま
で
の
累
計
受
験
者

数
は
２
３
３
６
人
、
累
計

合
格
者
数
は
５
５
４
人（
合

格
率
23
・
７
％
）と
な
っ
た
。

合
格
率
は
第
８
回
試
験
の

31
・
２
％
に
次
い
で
２
番
目

に
高
い
。

［
年
代
別
構
成
］

受
験
者
数
・
合
格
者
数

と
も
に「
30
歳
以
上
39
歳
以

下
」が
ト
ッ
プ
で
、
合
格
率

は
全
体
を
３・
８
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
た（
表
５
）。

［
男
女
別
構
成
］

受
験
者
数
は
男
性

２
３
８
人
、
女
性
43
人
、

合
格
者
数
は
男
性
70
人
、

女
性
13
人
で
あ
っ
た
。
合

格
率
は
男
性
29
・
４
％
、
女

性
30
・
２
％
で
女
性
が
０
・

８
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

［
勤
務
先
別
構
成
］

受
験
者
数
は「
病
医
院
」

が
98
人
で
最
多
、「
金
融
機

関
」
の
86
人
が
続
く（
表

６
）。
合
格
率
は
35
・
０
％

の「
そ
の
他
」が
ト
ッ
プ
。

「
医
療
関
連
企
業
」が
19
・

６
％
で
全
体
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。

「
そ
の
他
」は
過
去
累
計
の

合
格
率
で
も「
金
融
機
関
」

と
並
び
最
も
高
い（
26
・

９
％
）。「
金
融
機
関
」は
３

級
試
験
の
累
計
合
格
率
が

低
い
一
方
で
、
２
級
試
験

は
高
く
な
っ
て
い
る
。

●
総
評

最
後
に
、
両
試
験
結
果

の
５
年
間
を
振
り
返
る（
図

１
～
２
）。
３
級
試
験
は
、

第
11
回
で
初
め
て
受
験
者

数
が
１
０
０
０
人
を
超
え
、

続
く
第
12
回
で
過
去
最
高

の
１
３
１
０
人
が
受
験
。

そ
の
後
、
受
験
者
数
は

１
０
０
０
人
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。

２
級
試
験
は
、
今
回
の

試
験
で
累
計
合
格
者
が

５
０
０
人
を
超
え
た
が
、

ま
だ
ま
だ
合
格
率
が
低
く
、

狭
き
門
と
な
っ
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
３
級
合
格
者

に
２
級
、
そ
し
て
最
上
位

資
格
で
あ
る
１
級
合
格
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

図1  3級試験 第1～16回の推移

図2　2級試験 第1～10回の推移
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※第2回は2011年4月24日の追試験者を含みます。
※第3回と第4回の申込者数には、第2回の振替申込者が含まれます（2011年3月11日の震災による）。

新
た
に
３
級
合
格
者
が

４
７
１
人
増
え
た
こ
と
で
、

正
会
員
数
は
３
０
０
０
人

の
大
台
を
超
え
る
見
込
み

だ
。
全
国
に
医
療
経
営
士

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、

医
療
機
関
の
成
長
・
発
展

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

な
お
、
第
17
回「
医
療
経

営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験

（
エ
ン
ト
リ
ー
を
受
付
中
）

は
２
０
１
６
年
２
月
21
日

（
日
）、
第
11
回「
医
療
経
営

士
２
級
」資
格
認
定
試
験
は

２
０
１
６
年
６
月
19
日

（
日
）に
実
施
さ
れ
る
。

り
を
見
せ
て
い
る
。

一
方
、
合
格
率
で
は「
医

療
関
連
企
業
」が
64
・
０
％

で
全
体
を
大
き
く
上
回
っ

た
。
団
体
受
験
し
た
企
業

の
受
験
者
全
員
が
合
格
し

た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

第16回「医療経営士３級」、第10回「医療経営士２級」資格認定試験の合格者を発表

２級試験の累計合格者５００人突破！
正会員数３０００人の大台を超える見込み

一般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会（
代
表
理
事・吉
原
健
二
）は
11
月
25
日（
水
）に
、第
16
回「
医
療
経
営
士
３
級
」と

第
10
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験（
と
も
に
10
月
25
日［
日
］実
施
）の
合
格
者
を
発
表
し
た
。全
国
15
会
場
で

１
０
２
３
人
が
受
験
し
た
３
級
試
験
は
４
７
１
人
、全
国
８
会
場
で
２
８
１
人
が
受
験
し
た
２
級
試
験
は
83
人
が
合
格
し
た
。

各
種
デ
ー
タ
か
ら
両
資
格
認
定
試
験
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

表1  第16回3級試験および過去試験累計 結果概要
第16回試験 第1～16回試験累計

受験者数 1,023人 12,394人
合格者数 471人 5,480人
合格率 46.0% 44.2%

表2  第16回3級試験 年代別構成
年代別 受験者数 合格者数 合格率

29歳以下 207人（20.2%） 84人（17.8%） 40.6%
30歳以上39歳以下 397人（38.8%）167人（35.5%） 42.1%
40歳以上49歳以下 312人（30.5%）172人（36.5%） 55.1%
50歳以上59歳以下 103人（10.1%） 44人（9.3%） 42.7%

60歳以上 4人（0.4%） 4人（0.8%） 100.0%

表3  第16回3級試験 勤務先別構成
勤務先 受験者数 合格者数 合格率
病医院 228人（22.3%）104人（22.1%） 45.6%

医療関連企業 189人（18.5%）121人（25.7%） 64.0%
金融機関 450人（44.0%）169人（35.9%） 37.6%

大学・短大生 7人（0.7%） 2人（0.4%） 28.6%
その他 149人（14.6%） 75人（15.9%） 50.3%

表4  第10回2級試験および過去試験累計 結果概要
第10回試験 第1～10回試験累計

受験者数 281人 2,336人
合格者数 83人 554人
合格率 29.5% 23.7%

表5  第10回2級試験 年代別構成
年代別 受験者数 合格者数 合格率

29歳以下 22人（7.8%） 7人（8.4%） 31.8%
30歳以上39歳以下 111人（39.5%） 37人（44.6%） 33.3%
40歳以上49歳以下 96人（34.2%） 27人（32.5%） 28.1%
50歳以上59歳以下 47人（16.7%） 11人（13.3%） 23.4%

60歳以上 5人（1.8%） 1人（1.2%） 20.0%

表6  第10回2級試験 勤務先別構成
勤務先 受験者数 合格者数 合格率
病医院 98人（34.9%） 31人（37.3%） 31.6%

医療関連企業 56人（19.9%） 11人（13.3%） 19.6%
金融機関 86人（30.6%） 26人（31.3%） 30.2%

大学・短大生 1人（0.4%） 1人（1.2%） 100.0%
その他 40人（14.2%） 14人（16.9%） 35.0%

※カッコ内の数値は全体に占める割合。小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある。
※勤務先別の「その他」には、弁護士、税理士等の士業、建設会社等の一般企業が該当する。


